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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
妄
想
幾
連
発
！

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
９
５
５
Ｑ

【
作
者
名
】

　
作
者
月
詠

【
あ
ら
す
じ
】

　
色
々
妄
想
を
詰
め
込
ん
だ
作
品
。

大
方
読
み
切
り
よ
り
短
い
読
み
切
り
で
す
。
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学
園
黙
示
録
×
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
キ
バ
（
前
書
き
）

で
は
、
早
速
ど
う
ぞ
。
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学
園
黙
示
録
×
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
キ
バ

【
学
園
黙
示
録
×
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
キ
バ
】

・
主
人
公

与
羽
 

烈

よ
ば
ね

れ
つ

毒
島
冴
子
の
同
級
生
に
し
て
恋
人
兼
理
解
者
。

ぶ
す
じ
ま

さ
え
こ

小
さ
い
頃
に
自
分
の
琥
珀
色
の
眼
の
事
で
虐
め
ら
れ
て
い
た
が
、
毒
島
冴
子
に

よ
り
支
え
と
共
に
大
切
な
モ
ノ
を
得
た
。

所
謂
『
人
の
ま
ま
の
キ
バ
』
で
、
家
宝
で
あ
る
『
覚
醒
笛
』
、
『
牙
狼
笛
』
、

『
銃
水
笛
』
、
『
雷
鎚
笛
』
、
『
龍
神
笛
』
、
『
石
像
笛
』
を
自
ら
が
認
め
た

者
（
烈
の
場
合
は
冴
子
）
に
吹
か
せ
る
と
色
々
覚
醒
す
る
。

 ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?

≪
覚
醒
笛
≫

「
準
備
は
良
い
な
？
烈
」

「
…
…
い
い
、
よ
…
」

 『
奴
ら
』
を
前
に
烈
と
冴
子
は
佇
む
。

先
を
担
う
後
輩
た
ち
の
た
め
に
…
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 「
先
輩
た
ち
…
？
」

「
『
ウ
ェ
イ
ク
ア
ッ
プ
』
…
！
」

小
室
の
言
葉
を
余
所
に
冴
子
は
『
赤
い
笛
』
を
吹
く
。

す
る
と
途
端
に
烈
の
身
体
を
『
赤
い
オ
ー
ラ
』
が
纏
わ
り
付
く
。

烈
は
体
勢
を
低
く
し
て
構
え
る
と
、
今
度
は
『
赤
い
霧
』
が
一
瞬
…
一
瞬
視
界

を
覆
い
、
赤
い
霧
が
晴
れ
る
と
、
昼
だ
っ
た
青
空
は
星
一
つ
見
え
ず
、
冷
た
い

夜
の
闇
に
三
日
月
が
照
ら
す
宵
闇
の
世
界
だ
っ
た
。

 そ
し
て
烈
は
右
足
を
振
り
上
げ
、
人
間
で
は
あ
り
え
な
い
高
度
を
『
左
足
の
み
』

で
跳
び
上
が
る
。

さ
ら
に
跳
躍
し
た
最
高
点
で
バ
ク
転
で
体
を
上
下
反
転
さ
せ
る
。

烈
は
そ
の
ま
ま
右
足
を
槍
の
よ
う
に
伸
ば
し
、
空
中
か
ら
隕
石
の
よ
う
に
『
奴

ら
』
に
向
か
っ
て
落
ち
て
く
る
。

集
ま
っ
て
い
る
『
奴
ら
』
の
ど
真
ん
中
に
烈
が
着
弾
（
？
）
す
る
と
、
右
足
を

叩
き
付
け
た
地
面
が
蝙
蝠
を
模
し
た
紋
章
の
形
に
陥
没
す
る
。

こ
う
も
り

無
論
、
『
奴
ら
』
は
圧
死
し
た
。
そ
れ
も
一
撃
で
何
十
も
の
『
奴
ら
』
を
…

　「
こ
れ
が
、
与
羽
先
輩
の
『
力
』
…
！
」

無
論
、
後
輩
組
は
唖
然
と
し
て
い
た
。
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　［
場
面
は
ご
自
由
に
ご
想
像
し
て
く
だ
さ
い
］

　≪
牙
狼
笛
≫

「
先
輩
た
ち
！
急
い
で
！
」

小
室
の
叫
び
に
烈
と
冴
子
は
…

　「
…
…
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
、
だ
よ
…
」

「
あ
あ
。
私
に
は
烈
が
い
る
か
ら
な
」

そ
う
言
っ
て
烈
は
籠
手
に
仕
込
ん
で
い
た
鍔
の
無
い
両
刃
刀
、
『
牙
刃
』
を
取

こ
て

が
じ
ん

り
出
し
、
冴
子
は
『
青
く
狼
を
象
っ
た
笛
』
を
取
り
出
し
、
吹
く
。

「
『
ウ
ェ
イ
ク
・
ア
ッ
プ
、
人
狼
』
！
」

ウ
ェ
ア
ウ
ル
フ

す
る
と
、
烈
の
体
が
『
青
い
オ
ー
ラ
』
に
包
ま
れ
、
『
牙
刃
』
に
も
『
青
い
オ

ー
ラ
』
が
纏
わ
り
つ
く
。

『
ガ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ッ
ッ
ッ
ッ
ッ
ッ
ッ
ッ
ッ

！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
』
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い
つ
も
寡
黙
な
烈
か
ら
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
大
声
、
か
つ
野
生
的
、
暴
力
的

な
咆
哮
が
発
せ
ら
れ
る
。

烈
は
獣
の
よ
う
に
体
勢
を
低
く
し
て
『
奴
ら
』
に
襲
い
掛
か
る
。

現
す
な
ら
ば
、
文
字
通
り
『
蹂
躙
』
。

一
方
的
な
ま
で
の
虐
殺
で
あ
っ
た
。

「
『
ウ
ェ
ア
ウ
ル
フ
』
…
？
な
る
ほ
ど
」

「
コ
ー
タ
？
」

「
毒
島
先
輩
が
吹
い
た
の
は
、
恐
ら
く
与
羽
先
輩
の
『
闘
争
本
能
』
を
極
限
ま

で
高
め
て
、
『
狼
の
よ
う
に
本
能
の
ま
ま
』
戦
わ
せ
る
ん
だ
よ
」

「
じ
ゃ
あ
こ
の
前
の
赤
い
笛
で
『
昼
が
夜
』
に
な
っ
た
の
は
何
な
の
よ
」

　平
野
の
説
明
に
高
城
が
疑
問
を
吐
く
。

　「
分
か
ら
な
い
…
毒
島
先
輩
も
『
烈
の
家
の
秘
中
の
秘
ら
し
い
』
っ
て
詳
し
い

こ
と
は
知
ら
な
い
み
た
い
」

　「
！
　
ま
た
毒
島
先
輩
が
笛
を
！
」

　冴
子
は
再
び
『
青
い
笛
』
を
持
ち
出
し
て
、
吹
く
。

「
烈
、
仕
上
げ
だ
！
『
ウ
ェ
イ
ク
ア
ッ
プ
…
ウ
ル
フ
・
バ
イ
ト
』
ッ
！
」
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『
ウ
ェ
イ
ク
ア
ッ
プ
ゥ
ゥ
ゥ
…
バ
イ
ト
ォ
ォ
ォ
ッ
ッ
！
！
』

　烈
の
咆
哮
と
共
に
、
『
牙
刃
』
が
青
白
い
輝
き
を
放
つ
。

そ
し
て
烈
が
『
牙
刃
』
の
剣
先
を
噛
む
と
、
『
青
白
い
霧
』
が
立
ち
込
め
る
。

さ
ら
に
烈
が
『
牙
刃
』
を
薙
ぐ
と
、
『
青
白
い
霧
』
が
晴
れ
、
空
は
夜
に
、
そ

し
て
夜
の
闇
に
は
巨
大
な
黄
金
の
満
月
が
存
在
し
た
。

　「
ま
た
夜
に
！
？
」

「
今
度
は
満
月
…
ま
す
ま
す
人
狼
っ
ぽ
い
ね
」

ウ
ェ
ア
ウ
ル
フ

　小
室
た
ち
が
騒
ぐ
が
、
何
故
か
『
奴
ら
』
は
反
応
し
な
い
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
…
烈
の
最
初
の
咆
哮
で
聴
覚
は
『
破
壊
』
さ
れ
て
い
た
の
だ

か
ら
。

　『
ア
オ
ォ
ォ
ォ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
ン
ン
ン
ン

ン
ン
ン
ン
ン
ッ
ッ
ッ
ッ
！
！
！
！
！
』

烈
の
狼
の
遠
吠
え
の
よ
う
な
咆
哮
が
響
き
渡
る
と
、
烈
を
包
ん
で
い
た
『
青
い

オ
ー
ラ
』
が
籠
手
に
集
中
し
て
、
籠
手
は
『
青
く
透
き
通
っ
た
半
透
明
の
青
い

鉤
爪
』
と
な
っ
て
い
た
！

そ
し
て
烈
は
腕
を
交
差
し
て
、
一
気
に
振
り
払
う
と
、
十
の
青
白
い
鎌
鼬
が
う

カ
マ
イ
タ
チ

ろ
た
え
た
よ
う
に
動
く
『
奴
ら
』
を
粉
微
塵
に
す
る
。
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そ
れ
が
終
え
る
と
、
ス
ス
ス
…
と
冴
子
に
近
付
い
て
行
く
。

「
…
が
ん
ば
っ
た
、
よ
…
」

「
う
む
。
よ
く
頑
張
っ
た
な
（
な
で
り
な
で
り
」

「
…
ぶ
い
」

　そ
こ
で
後
輩
組
は
思
っ
た
。

（
（
（
…
あ
そ
こ
だ
け
平
和
だ
な
ぁ
…
）
）
）

　道
具
設
定

　・
覚
醒
笛

別
名
『
必
殺
の
笛
』
（
コ
ー
タ
命
名
）

与
羽
家
に
代
々
伝
わ
る
不
思
議
道
具
で
、
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
全
て
を
活
性
化
さ

せ
る
。

周
囲
が
夜
に
な
る
の
は
『
秘
中
の
秘
』
ら
し
く
、
詳
細
不
明
。

形
状
は
赤
い
蝙
蝠
の
意
匠
が
あ
る
透
明
な
ホ
イ
ッ
ス
ル
。

　・
牙
狼
笛

別
名
『
忠
犬
ホ
イ
ッ
ス
ル
』
（
宮
本
命
名
）

不
思
議
道
具
そ
の
２
。

変
化
し
た
証
拠
が
『
眼
が
青
く
な
る
』
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闘
争
本
能
を
極
限
ま
で
高
め
て
、
狼
の
如
く
本
能
の
赴
く
ま
ま
に
敵
を
蹂
躙
さ

せ
る
。

固
有
武
装
は
仕
込
み
両
刃
刀
の
『
牙
刃
』

が
じ
ん

覚
醒
笛
以
外
は
副
作
用
が
あ
る
。

牙
狼
笛
の
副
作
用
は

『
な
ん
ち
ゃ
っ
て
犬
っ
娘
に
な
る
』

戦
闘
後
数
時
間
は
性
格
が
犬
っ
ぽ
く
な
る
。

戦
闘
後
は
「
ほ
め
て
ほ
め
て
ー
」
っ
て
感
じ
に
冴
子
の
傍
に
い
く
。

形
状
は
青
い
狼
を
模
し
た
意
匠
に
半
透
明
な
笛
。

　・
銃
水
笛

別
名
『
ダ
ン
サ
ー
ホ
イ
ッ
ス
ル
』
（
宮
本
命
名
）

変
化
し
た
証
拠
は
『
緑
色
の
眼
に
な
る
』

不
思
議
道
具
そ
の
３
。

聴
覚
、
視
覚
、
運
動
神
経
、
直
感
が
極
限
ま
で
強
化
さ
れ
る
笛
。

あ
ら
ゆ
る
地
面
で
も
水
面
を
滑
る
が
如
く
移
動
が
可
能
で
、
踊
る
よ
う
に
敵
を

倒
す
。

固
有
武
装
は
デ
ザ
ー
ト
イ
ー
グ
ル
．
５
０
Ａ
Ｅ
の
二
挺
拳
銃
。

副
作
用
は

『
水
芸
（
宴
会
芸
と
も
言
う
）
を
常
に
し
て
い
る
』

若
し
く
は

『
幼
児
退
行
（
体
が
）
』
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形
状
は
緑
の
鮫
を
模
し
た
意
匠
に
半
透
明
な
笛
。

　・
雷
鎚
笛

別
名
『
怪
力
の
笛
』
（
コ
ー
タ
命
名
）

変
化
し
た
証
拠
が
『
紫
の
眼
に
な
る
』

不
思
議
道
具
そ
の
４
。

全
身
の
筋
肉
、
骨
格
、
強
度
、
抗
体
を
極
限
ま
で
強
化
す
る
笛
。

こ
の
状
態
だ
と
片
手
で
『
奴
ら
』
を
容
易
に
上
回
る
怪
力
で
、
感
染
し
な
い
唯

一
の
姿
。

固
有
武
装
は
１
ｍ
弱
の
巨
大
な
鉄
鎚
の
『
ミ
ョ
ル
ー
ニ
ル
』
。

副
作
用
は

『
筋
肉
痛
で
動
き
が
鈍
る
』

若
し
く
は

『
甘
え
ん
坊
に
な
る
』

形
状
は
紫
の
拳
を
模
し
た
意
匠
に
半
透
明
な
笛
。

　・
龍
神
笛
、
石
像
笛

共
に
詳
細
不
明
。
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学
園
黙
示
録
×
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
キ
バ
（
後
書
き
）

最
後
に
烈
く
ん
か
ら
…

「
…
…
え
っ
ち
ぃ
の
は
よ
く
な
い
、
よ
？
」

　ち
な
み
に
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
ち
っ
ち
ゃ
い
香
坂
し
ぐ
れ
（
史
上
最
強
の
弟

子
ケ
ン
イ
チ
か
ら
）
で
す
。
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ダ
ン
ボ
ー
ル
戦
機
×
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
（
前
書
き
）

新
た
に
ど
う
ぞ
～
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ダ
ン
ボ
ー
ル
戦
機
×
仮
面
ラ
イ
ダ
ー

ダ
ン
ボ
ー
ル
戦
機
×
平
成
ラ
イ
ダ
ー

～
～
そ
の
一
：
龍
騎
～
～

主
人
公
：
千
条
 

イ
ク
サ
（
せ
ん
じ
ょ
う
‐
）

　　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

　『
こ
れ
を
使
い
、
戦
え
。
こ
れ
に
は
人
類
の
希
望
、
そ
し
て
絶
望
が
詰
ま
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
お
前
が
持
つ
べ
き
物
だ
』

そ
う
失
踪
し
た
は
ず
の
兄
、
千
条
士
郎
に
渡
さ
れ
た
黒
と
灰
の
Ｌ
Ｂ
Ｘ
。

せ
ん
じ
ょ
う
し
ろ
う

『
Ｘ
Ｘ
－
０
０
』
（
ダ
ブ
ル
エ
ッ
ク
ス
－
ゼ
ロ
ゼ
ロ
）
。

公
園
で
そ
れ
を
眺
め
て
い
た
俺
は
、
謎
の
『
黒
い
デ
ク
ー
の
三
体
』
に
襲
わ
れ

る
。

そ
の
と
き
、
見
た
こ
と
も
無
い
Ｌ
Ｂ
Ｘ
サ
イ
ズ
の
赤
い
龍
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
現
れ
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る
。

他
に
も
、
完
全
武
装
し
た
よ
う
な
緑
の
『
ブ
ル
ド
改
』
の
よ
う
な
ロ
ボ
ッ
ト
、

黒
い
コ
ウ
モ
リ
の
よ
う
な
ロ
ボ
ッ
ト
、
朱
色
の
エ
イ
、
銀
の
サ
イ
、
白
銀
の
白

虎
、
金
の
カ
ニ
、
色
取
り
取
り
の
レ
イ
ヨ
ウ
が
複
数
現
れ
る
。

『
Ｘ
Ｘ
－
０
０
』
は
赤
龍
と
呼
応
す
る
よ
う
に
、
赤
龍
は
Ｘ
Ｘ
－
０
０
の
鎧
と

な
る
。

龍
の
尾
は
剣
と
な
り
、
龍
の
腹
は
盾
と
な
り
、
龍
の
頭
は
胴
体
の
鎧
と
な
っ
た
。

そ
れ
を
見
た
黒
い
デ
ク
ー
は
一
斉
に
襲
い
掛
か
っ
て
き
た
。

仮
に
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
と
分
け
よ
う
。

Ａ
は
マ
シ
ン
ガ
ン
を
Ｘ
Ｘ
－
０
０
に
放
つ
が
、
Ｘ
Ｘ
－
０
０
は
そ
れ
を
盾
で
防

ぎ
な
が
ら
前
進
。

す
る
と
俺
の
Ｃ
Ｃ
Ｍ
に
龍
の
紋
章
が
現
れ
る
。
そ
れ
に
導
か
れ
る
よ
う
に
キ
ー

を
押
す
。

「
切
り
裂
け
…
『
リ
ュ
ウ
キ
』
！
」

《
ア
タ
ッ
ク
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
！
烈
火
一
閃
！
！
》

レ
ッ
カ
イ
ッ
セ
ン

Ｘ
Ｘ
－
０
０
の
剣
…
い
や
、
『
ド
ラ
ゴ
ン
ナ
イ
ト
』
こ
と
『
リ
ュ
ウ
キ
』
の
持

つ
剣
『
ド
ラ
グ
セ
イ
バ
ー
』
に
炎
が
灯
る
。

そ
れ
と
同
時
に
リ
ュ
ウ
キ
は
力
強
い
踏
み
込
み
で
、
一
気
に
デ
ク
ー
Ａ
の
懐
に

飛
び
込
み
、
一
閃
。

見
事
に
黒
い
デ
ク
ー
Ａ
の
上
半
身
と
下
半
身
は
オ
サ
ラ
バ
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
直
後
に
前
か
ら
の
接
近
に
気
付
け
ず
、
黒
い
デ
ク
ー
Ｂ
に
組
み

倒
さ
れ
、
上
か
ら
ア
ッ
ク
ス
が
振
り
下
ろ
そ
う
と
し
た
瞬
間
、
再
び
導
か
れ
る

よ
う
に
Ｃ
Ｃ
Ｍ
の
キ
ー
を
押
し
た
。

「
焼
き
焦
が
せ
！
」
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《
ア
タ
ッ
ク
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
！
ド
ラ
グ
ブ
レ
ス
！
》

胸
の
龍
の
頭
か
ら
炎
が
吐
か
れ
、
至
近
距
離
の
攻
撃
に
耐
え
切
れ
ず
黒
い
デ
ク

ー
Ｂ
は
破
壊
さ
れ
る
。

三
体
目
の
黒
い
デ
ク
ー
Ｃ
が
、
体
勢
を
立
て
直
し
た
ば
か
り
の
リ
ュ
ウ
キ
に
接

近
し
て
シ
ョ
ー
ト
ア
ッ
ク
ス
を
二
本
投
げ
る
。

俺
は
素
早
く
キ
ー
を
押
し
て
シ
ョ
ー
ト
ア
ッ
ク
ス
二
本
を
盾
で
弾
い
た
後
、
胸

の
ド
ラ
グ
ヘ
ッ
ド
か
ら
炎
弾
を
数
発
発
射
。

い
き
な
り
の
攻
撃
に
回
避
が
追
い
つ
か
ず
、
黒
い
デ
ク
ー
Ｃ
に
直
撃
。

す
る
と
、
再
び
Ｃ
Ｃ
Ｍ
の
画
面
に
龍
の
紋
章
が
現
れ
、
『
Ｆ
ｉ
ｎ
ａ
ｌ
 

Ｖ
ｅ

ｎ
ｔ
』
と
書
か
れ
て
い
た
。

「
こ
れ
で
、
最
後
だ
！
リ
ュ
ウ
キ
！
！
」

《
フ
ァ
イ
ナ
ル
ア
タ
ッ
ク
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
！
ド
ラ
ゴ
ン
ラ
イ
ダ
ー
キ
ッ
ク
！

！
》

リ
ュ
ウ
キ
が
流
れ
る
よ
う
な
ポ
ー
ズ
を
と
る
と
、
リ
ュ
ウ
キ
の
周
囲
に
赤
龍
が

現
れ
、
リ
ュ
ウ
キ
は
跳
び
上
が
る
。

そ
し
て
リ
ュ
ウ
キ
は
空
中
で
体
を
翻
し
、
飛
び
蹴
り
の
ポ
ー
ズ
を
と
る
と
、
赤

龍
が
炎
弾
を
吐
き
、
リ
ュ
ウ
キ
は
炎
を
纏
っ
て
黒
い
デ
ク
ー
Ｃ
に
突
っ
込
む
！

大
き
な
爆
発
と
共
に
、
黒
い
デ
ク
ー
は
破
壊
さ
れ
る
。

す
ろ
と
、
戦
闘
が
終
了
し
た
と
た
ん
、
赤
龍
の
鎧
は
外
れ
、
Ｘ
Ｘ
－
０
０
は
再

び
カ
バ
ー
パ
ッ
ド
状
態
と
な
っ
て
、
赤
龍
の
鎧
は
再
び
赤
龍
と
な
っ
て
他
の
ロ

ボ
ッ
ト
達
も
俺
の
と
こ
ろ
に
集
ま
っ
て
き
た
。

　こ
う
し
て
俺
は
小
さ
な
マ
シ
ン
、
『
Ｘ
Ｘ
－
０
０
』
と
、
謎
の
ロ
ボ
ッ
ト
達
『

Ｌ
Ｂ
Ｘ
モ
ン
ス
タ
ー
ズ
』
と
の
出
会
い
を
果
た
し
た
の
だ
っ
た
。
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ダ
ン
ボ
ー
ル
戦
機
×
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
（
後
書
き
）

ミ
ラ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
＝
Ｌ
Ｂ
Ｘ
モ
ン
ス
タ
ー
ズ
で
す
。

何
が
何
だ
か
わ
か
っ
た
か
な
？



18

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

妄想幾連発！
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